
X
、
ン
シ
ョ
ン
か
ら
飛
び
降
り
却

後
7
時
託
分
ご

こ
0

陽
の
マ
ン
シ
ョ

察
官
か
ら
職
務

て
い
た
西
尾
市

性
(
W
)
が
突
然
、

屶

ぴ
降
り
た
。
男

、

ど
を
強
く
打
ち
、

ぼ
れ
た
が
、
間
も

が
確
認
さ
れ
た
。

.
し
よ
る
と
、
同
日

昼
ご
ろ
、
女
性
か
ら
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
の
誤
を
受
け
、

男
性
の
関
係
先
を
捜
索
し
て

い
た
県
警
子
ど
も
女
性
安
全

対
策
課
の
捜
査
員
2
人
が
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
男
性
を

発
見
し
た
。
男
性
が
階
段
で

6
階
ま
で
上
が
っ
た
際
、
捜

査
員
の
1
人
が
追
い
か
け
、

通
路
で
職
務
質
問
。
署
へ
任

意
同
行
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
飛
ぴ
降
り
た
と
い
う
。

同
署
の
江
口
智
章
副
署
長

は
「
現
時
点
に
お
い
て
は
適

切
な
職
務
執
行
だ
っ
た
と
判

で
9
、
 
w
e

一
の
岡
吾
究

長
一

震
災
に
備
え
防
災
フ
エ
ア

司
古
走
こ
t
永
鼻
し

豊
橋
署
が
男
を
逮
捕

豊
橋
署
は
3
貝
道
交
法

違
反
(
酒
気
帯
ぴ
運
転
)
の

「
や
さ
し
く
迎
え
よ
う
ー

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
と

題
し
て
、
 
N
P
0
法
人
東
海

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

云
(
彦
垣
高
司
理
事
長
と

豊
橋
市
は
9
日
釡
)
と
W

日
(
土
)
の
2
日
間
第
松

ぱず

.
ノ

蔀
鄭
●

鼻
゛
鼻
ゴ

と
か
ら
、
そ
の
活

が
需
さ
れ
た
。

に
は
柳
原
委
員
長

滕
城
忠
広
、
川
口

姿
員
長
渡
邊
真

久
保
小
夜
子
両
東

5
人
が
訪
問
、

受
賞
に
関
し
て
の

を
語
っ
た
。

(
千
葉
敬
也

一
'
、

、
一

ザ

オ
遜
を
歩
仁
汎
逼
捌
L
九

同
署
に
ょ
る
と
、
笹
杢
谷

疑
者
は
同
日
午
後
7
時
舗
分

ご
ろ
、
自
宅
近
く
の
国
道
々

号
で
飲
酒
後
に
乗
用
車
を
運

、
る
」
と
コ
メ
ン

咲
@
叉
俊
知
・

、
、
一

琴

遍

、
,

一
タ

鳴

ψ
＼

、
羅

回
防
災
フ
エ
ア
を
ラ
イ
フ
ポ

ー
ト
と
よ
は
し
で
開
く
。

需
、
セ
ミ
ナ
ー
が
中
心

で
、
巨
大
地
震
の
基
礎
知
識

か
ら
、
津
波
、
火
災
な
ど
の

災
害
防
止
の
対
策
 
B
C
P

事
例
の
発
表
な
ど
が
あ
る
。

洪
水
、
高
潮
な
ど
台
風
や
大

雨
の
対
策
も
学
べ
る
。

ま
た
今
回
は
「
女
性
の
進

め
る
防
災
活
動
が
私
た
ち
を

゛

会

各
日
の
内
容
は
次
の
通
り
。

【
9
且
大
地
震
か
ら
生

き
残
ろ
う
!
V
R
・
A
R
を

活
用
し
て
災
害
想
定
を
「
わ

が
こ
と
」
と
し
て
体
験
(
講

師
・
板
宮
朋
基
・
愛
知
工
科

大
学
准
教
授
時
間
H
9
・

即
S
)
マ
水
防
災
轟
社
会

の
轟
築
S
洪
水
に
備
え
て

(
講
師
1
関
健
太
郎
・
豊
川

河
川
事
務
所
所
長
時
間
・

W
・
巧
S
)
▽
愛
知
県
に
お

け
る
高
潮
・
津
波
の
現
状

(
講
師
・
西
村
夢
愛
知
県

建
設
部
河
川
課
時
問
1
洪

水
の
講
纏
了
後
)
▽
B
C

芒
音
殊
信
長
一
ノ
メ
ぎ
'
小
マ
,

信
号
で
停
車
中
の
軽
乗
用

車
に
追
突
す
る
事
故
を
起

こ
し
、
署
昌
謹
気
を
調
べ

た
と
こ
灸
飲
酒
が
発
覚
し

1
脳

ゞ
.

轟
飾

y
之

工
業
時
間
H
巧
・
卯
S
)

【
円
日
】
男
女
双
方
の
視

点
で
災
害
か
ら
家
族
と
地
域

を
守
る
(
講
師
1
池
田
恵
子

・
静
岡
大
学
教
授
時
間
1

9
・
即
S
)
▽
地
震
に
ょ
る

火
災
被
害
S
そ
の
脅
威
と
対

策
(
講
師
1
中
村
祐
一
・
豊

橋
技
獅
学
大
学
准
教
授

時
間
1
玲
・
卯
S
)
▽
玄
死

し
て
災
害
に
取
り
組
む
(
講

師
1
女
性
7
人
に
ょ
る
凄

会
、
時
間
1
N
 
・
妬
S
)

参
加
毎
河
講
演
・
セ
ミ

ナ
ー
は
ー
つ
か
ら
で
も
参
加

で
き
る
。
参
加
希
望
者
は
同

'

友
一
芽
マ
創
<
マ
ま
ヒ

自
宅
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
追

加
の
酒
を
買
い
に
行
く
途
中

だ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い

る
。

、
f

气

▽
・
・
・
少
子
高
齢

↑
化
の
人
口
構
成
が

"
と
進
み
社
会
保
障

血
1

一
▽
・
・
・
社
会
保
障

ー
ー
ー

P
事
例
発
表
(
発
表
企
業
Π
研
究
会
(
0
5
3
3
・
舗
・
9

ア
ジ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
、
新
東
 
9
5
5
)
へ
。
(
竹
下
貴
信
)

「
^
一
リ
t
^
づ
 
0
 
0
 
2
 
^
/
 
j
 
・
ニ
,
)
 
j
j
1

円
,
、
、
 
5
 
9
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島
 
1
 
一
一
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二
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>

前
,
^
,
一
万
 
2
 
大
ン
゛
 
1
三
一
三
Υ
,

,
'
"
宇
 
1
 
"
,

●
'
^
前
大
、
大
島
ダ
ム
、
 
0
 
.
0

一

凧
゛
厘
●
,

'
岳
'
'

を
安
定
さ
せ
る
に
は
財
源
確

保
が
必
要
。
将
来
を
支
え
る

人
口
を
増
や
さ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
一
友
進
行
す
る
人

口
減
少
。
こ
の
図
式
は
、
今
の

若
者
世
代
が
老
後
を
安
心
し

て
暮
ら
す
上
で
マ
イ
ナ
ス
だ
。

▽
・
・
・
子
ど
も
を
育
て
な
い

こ
と
は
、
若
者
世
代
自
身
が

将
来
を
危
う
く
し
て
い
る
と

も
言
え
る
。
国
の
制
度
群

^
け
に
^
ら
な
い
^
^
^
^

求
め
ら
れ
る
。
(
千
葉
敬
也
)

器

Q

4
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-
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寺
气

゛
'
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山下市長へ報告

照市

表彰された田原市スポーツ推進
委員会=市役所で(市提供)

V

圭
け
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勉

てで害く性災守
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^
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貯水率
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